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尚

氏

談

話

集

抱

円

前

珂

汗

雲

町

一

イ
マ
Z
ダ
ナ
ホ
ツ
ネ
今
積
直
一回

小
手
阿
部
、

一

イ
マ
ヱ
ダ
-
-
ヨ
エ
イ

今
枝
如
示

人
持
組
今
伎
一
葬
主
中
川
氏
な
り
。
境
内
に
大
木
の
杉
あ
り
o
元
は
」
一

=
本
抱
旬
烹
椴
略
芯
旬
守
殿
雑
浩

一
後
民
部
。

R
は
日
也
M
m
右
衛
門
忠
勝
の
抗
男
で
、
母

一
近
殺
の
叙
阪
で
、
剃
髪
の
後
如
永
尼
と
腐
し
た
。
月
十

一
入
，
田
村
に
大
蔵
一
節
裂
と
て
一
郊
の
認
祉
な
b
L

一
御
守
殿
附
男
女
略
芯
東
武
伎
役
芯

一
一
は
今
枝
震
直
の
妹
。
天
班
十
五
年
堤
協
同
岐
山
中
に
生

一
軒
好
み
、
元
政
六
年
齢
八
十
引
の
時
間
抑
制
し
た
家
忠

一
を
、
其
比
城
下
な
る
依
に
、
今
の
枇
へ
移
し
挙
。
て

ご

壬

貨

安

芯

日

開

A

雑
芯

亡
ζ

れ
た
o
m
間
口町
一=
年
十
二
肢
の
時
加
れ
に
来

b
、
前
日
程
一

m今
仰
心
す
る
。
そ
の
争点
日
放
の
時
に
、
『
悦
上

一
今
磁
と
巾
也
。
大
磁
は
昔
に
注
ひ
、
一
白
姓
の
持
分
と

一

自

邸

申

告

肘

芯

叩

民
間川町

一
同
一
判
長
町
子
小
怖
と
な
り
、
大
坂
附
役
に
随
ひ
、
後

一
作
此
九
十
昨針
。
M
仲
慨
乱
脱
出深
淵
二
品
v

税
同
小

子

な

b
て
小
枇
也
O
』
と
あ
り
、
常
社
説
に
銅
像
務
附
削
刷

新

淡

抑

制

自

殺

話

志

一
役
に
は
抗
そ
受
け
、
元
利
五
年
毘
直
の
数
刊
す
ろ
に

一
円
n

予
手
サ
進

一郭
HM
印刷
-奥
二
準
刊』
時
中
に
九
十
円
匝
来
宅
彫
懸
仰
一
而
直
径
一
二
種
が
あ
っ
て
、
室
町
初

御

邦

詰

談

御

同

古

絞

一
及
ん
で
玩
千
石
宇
一則
容
ざ
自
領
t
l

究
所
有
売
併
せ
、
九

一
と
い
」

4
、
れ
は
九
十
六
践
で
残
し
た
と
い
ふ
o

期
の
作
と
認
め
ら
れ
る
。

信

凶

古

今

世

叫

談

丁

未

雑

志

一
年
制
子
光
高
の
僻
と
な
り
、
覚
永
四
年
父
の
除
問
料

一

イ
マ
ガ
ハ
ア
リ
ヨ
シ

今
川
有
墜
活
躍
阪
厳
。

ィ
マ
ゴ
ク
イ
ン
ギ
ン

今
極
印
銀
寛
永
元
年
の

白

根

枇

録

世

々

七

銭

雑

記

一
五
百
石
を
製
ぎ
、
九
年
二
千
石
そ
加
へ
、
十
六
年
光

一
初
め
能
脈
止
聴
し
、
御
民
間
方
訪
中
h

か
ら
出
で
、
定
勘
定
書
に
、
今
続
の
御
本
銀
に
吹
く
と
あ
る
の
は
、

新
山
町
昨
容
(
三
市
紀
世
世
)
江
府
天
守
孫
修
築
日
記

一
高
の
家
相
四
世
受
け
た
後
典
力
知
二
千
石
止
符
描
出
し
た
o

一
帯
御
歩
問
主
矧
と
な
り
、
七
イ
石
荷
受
け
、
文
敬
玉
吹
民
の
銀
貨
幣
を
鍛
造
す
る
に
、
今
綴
印
世
間
ひ
た

能
州
臨
警
告
且
誌
境
決
定
患
後
塑
Z

誠

一
正
保
二
年
前
旧
綱
紀
の
三
践
に
し
て
問
主
と
な
っ
た

一
年
制
抑
内
部
院
一
組
に
殺
し
、
前
山
山
富
闘
の
卒
判
官
級
外
に
畿
で
、
白
申
告
極
印
に
封
し
て
の
名
目
で
あ
る
o
今

話
方
日
商
品
川
系
間
続
抽
出
邦
士
系

一
時
、直
闘
再
び
利
慌
の
副
知
に
よ
っ
て
そ
の
仰
と
な
り
、
一
列
し
、
天
保
四
年
一
点
イ
石
青
加
へ
、
十
四
年
隠
居
し
怒
印
銀
は
朱
染
紙
封
に
せ
ら
れ
た
。

前

出

家

的

有

初

有

終

録

一
終
始
江
戸
に
在
勤
し
、
四
年
九
且
千
石
世
、
際
安
元

一
て
休
翁
と
奴
し
、
同
年
来
月
七
十
訴
で
授
。
子
孫
務

イ
マ
ダ

今
回

m
羽
咋
郡
古
木
院
に
鴎
す
る
部

自

家

秘

記

前

出

家

一

空

前

録

一
年
奥
力
知
}
九
百
吉
町
加
賜
せ
ら
れ
、
都
合
一
市
山
二
千

一
に

悦

裂

し

た

。

務

。

加
空
間
三
凶
村
名
帳
天
和
二
稔
紀
行

一
武
百
石
主
耐
し
、
四
年
十
二
月
十
七
日
百
戸
に
波
し

一

イ
マ
ガ
ハ
モ
チ
ア
キ

今
川
以
昌

金
保
の
人
。

壬

巾

紀

行

申

成

依

行

日

記

-
た
o
平
年
六
十
五。

一
幼
名
熊
太
郎
、
脱
は
潔
笥
O

山知
木
三
年
三
月
を
以
て

突
未
能

北

日

記

老

て

の

京

の

ぼ

b

一

イ
マ
エ
ダ
ナ
ホ
ハ
ル

今
枝
直
治

泊
抑
制
伊
兵
制
。

一
生
ま
れ
、
泌
山
一を
荷
山
永
保
・
夜
間
知
能
・際
聞
紙
E

士

鍛

用

法

部

疎

開

都

悦

草

一
直
次
の
弟
で
、
交
は
典
右
衛
川
区
同
日
。
斑
治
前
川
利

一
に
、
凶
m
h
ro高
橋
出
児
に
習
っ
た
。
叉
明
治
八
年
石

夜

話

徒

然

-
名
三
品
配

一
常
に
仕

へ
て
百
五
十
石
を
受
け
、
一
大
和
二
年
表
納
戸

一
川
腕
削
飽
引
絞
そ
辛
染
し
て
、
敬
糊
を
能
史
榔
及
び

イ
マ
エ
ダ
ナ
ホ
カ
ツ

今
枝
直
勝
沼
郵
貯
奥
右
衛

一
奉
行
と
な

b
、
点
平
三
年
憎
め
、
元
敵
十
年
入
且
齢

一
金
開
市
の
各
小
祭
校
に
執
り
、
明
治
二
J
l
七
年
十
且

門
。
一
部
は
直
蹴
。
内
担
重
直
の
弟
。
前
田
利
長
に

一
六
十
八
を
り
て
授
。
そ
の
後
は
総
炊
し
た
。

一
一
日
五
十
肢
で
残
し
た
。
白
山
治
犯
は
そ
の
一
司
で
あ

仕
へ
、
初
鰍
六
百
石
。
後
寛
永
十
六
年
八
且
利
常
の

一

イ
マ
エ
ダ
ナ
ホ
マ
サ

今
枝
直
願

泊
抑
制
民
犯
。

一
る
。

隠
樹
に
小
松
に
従
う
た
が
、
そ
の
時
総
千
石
で
あ
っ

一
人
持
制
に
闘
し
、
品開
賢
市
山
四
千
石
(
内
議
千
抗
百
石

一

た
。
嫡
子
前
左
衛
門
六
百
石
そ
綴
MF、
そ
の
養
子
長

一
典
カ
知
〉
を
受
け
た
。
明
治
元
年
の
結
後
服
申
に
問

次
郎
に
は
跡
同
相
鈎
を
命
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
四
且
二
十
日
脅
以
て
滞
境
を
司
る
べ
き
命
中
」受
け
、

イ
マ
エ
ダ
ナ
ホ
シ
ゲ

今
枝
直
章
一
↓
イ
マ
エ
〆

一
手
兵
九
十
二
人
を

部
ゐ
て
越
中
約
四
脚
に
出
兵
し
た

シ
ゲ
ナ
ホ
今
技
産
直
o

一
が
、
六
且
什
九
日
一史
に
越
後
に
泌
箪
止
符
命
ぜ
ら
れ
、

イ
マ
エ
ダ
ナ
ホ
ツ
グ

今
枝
直
次

沼
田
桝
ヰ
之
助
。
一
七
且
五
日
泊
を
渡
し
、イ
五
自
民
凶
に
む
し
、
制
後
各

父
は
奥
布
術
門
直
践
。
組
父
奥
右
衛
門
直
茂
は
今
枝

一
地
に
鵬
首
峨
し
、

十
周
八
日
ま
で
闘
奥
大
脱
に
在
っ
た

氏
の
家
組
猛
直
の
弟
で
あ
っ
た
。
知
行
千
石
。
見
文

一
が
、
前
向
に
降
伏
せ
る
者
以
て
、
九
日
そ
の
地
売
設

六
年
家
来
の
若
黛
に
斬
付
け
ら
れ
、
知
行
を
召
上
げ

一
し
て
、
十

一
且
三
日
金
慨
に
凱
旋
し
た
。
後
明
治
三

ら
れ
て
迫
政
と
な
っ
た
。
そ
の
若
裁
は
召
舗
へ
締
金

一
十
三
年
五
且
十
日
直
路
の
子
直
却
の
問
、
男
同
を
授

の
上
、
陪
川
川
下
に
て
引
張
切
に
行
は
れ
た
。

一
け
ら
れ
た
。

イ
マ

イ
マ
キ
デ
ラ
ミ
ツ
ヒ
ラ

今
披
寺
光
平

沼
斡
太

郎
。
林
六
郎
光
明
の
舗
子
で
あ
る。

狐
M
T
M
開
設
促
撚

永
二
年
間
片
H
七
日
越
前
縫
城
賀
の
段
に
、
光
平
が

腕州
隙
則
市
川
山
氏
側
と
組
討
し
て
、
政
の
郎
作
品
に
酋
脅
か

か
れ
た
こ
と
が
縦
せ
で
あ
る
。

イ
マ
ヲ
ラ
ゴ
ン
ゲ
ン

今
破
格
現
臥
車
部
院
内

(
今
の
制
抑
制
相
〉
に
在
っ
て
、
今
は
今
抑
制
跡
枇
と
様
す

る
。
能
mw
名
跡
志
に
、

『
院
内
村
、
大
村
に
て
公
領

也
。
町
と
い
ふ
に
大
駐
あ
り
。
今
縦
縦
割
と
て
、
毎

政
七
且
什
三
日
よ
り
什
五
日
ま
で
部
川
副
町
あ
り
。
是
を

山

m御
採
と
て
、
諸
商
人
集
り
群
集
の
彦
詣
あ
り
。

イ
マ
ダ

今

回

鹿
島
郡
三
室
町
内
の
小
一士。

イ
マ
ダ
チ

今
立

江
沼
郡
奥
山
方
に
図
す
る
郎

官
附
。
笈
訟
紀
聞
に
、
こ
の
村
の
道
の
伐
に
時
々
風
を

吹
出
す
加
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
風
穴
と
い
ふ
と
あ
る。

イ
マ
ヅ
ジ
ン
エ
モ
ン

今
津
甚
右
衛
門

文
献
凶

年
前
回
利
家
の
初
め
て
近
江
の
今
祐
弘
川
二
村
荷

領
し
た
時
、
今
拍
悼
の
甚
六
は
米
仏
前
石
を
賜
は
っ
て
そ

の
支
配
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
後
利
家
上
治
の
際
腿
高
六

の
家
に
憩
う
た
。
利
家
滋
老
し
て
芳
容
院
夫
人
内
側

と
な
っ
た
が
、
元
利
=
一年
芳
容
院
の
逝
去
以
後
こ
の

地
鶏
府
に
召
上
げ
ら
れ
る
と
も
、
利
悦
に
脇
は
る
と

も
決
定
し
な
か
っ
た
の
で
、
廿
四
六
は
中
間
一
一
少年
の

租
米
を
預
り
置
き
、
次
い
で
同
六
年
利
判
的
の
領
と
な

る
に
及
ん
で
叉
代
官
と
な
っ
た
。
後
名
を
甚
右
衛
門

と
改
め
、
見
永
十
八
年
残
し
た
。
二
代
甚
右
衛
門
家

を
綴
い
で
扶
持
米
治
石
を
受
け
、
代
官
と
な
b
、
二

十
年
今
裕
氏
を
帯
す
る
こ
と
を
訴
さ
れ
、
低
泊
三
年

に
夜
し
た
。
一
一
一
代
甚
右
衛
門
は
寛
文
十
二
年
代
行
今
一

発
ぜ
ら
れ
、
延
町
民
八
年
授
。
こ
の
=
一
代
茜
右
衛
門
の

六=一


